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日
頃
か
ら
愛

知
県
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
尾
北
高
等
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
松
下
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
子
供
の
頃
は
ど
ん

な
時
代
で
し
た
か
。
自
宅
に
帰
る
と
外

へ
遊
び
に
行
き
、
連
絡
手
段
は
自
宅
の

電
話
だ
け
。
何
を
す
る
に
も
親
の
目
が

あ
り
、
親
は
子
供
の
交
友
関
係
や
行

動
な
ど
を
把
握
し
、
危
険
か
ら
子
供
を

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
世
代
の
子
供
た
ち
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
ネ
ッ

ト
社
会
が
空
気
や
水
の
よ
う
に
当
た
り

前
の
環
境
と
し
て
存
在
し
、
ス
マ
ホ
へ

の
依
存
、
日
常
生
活
や
学
習
習
慣
の
乱

れ
な
ど
の
身
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

私
た
ち
の
子
供
の
頃
と
比
べ
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
に
と
っ
て
一
番
の
理
解
者
で
あ

る
親
が
良
き
相
談
相
手
で
あ
る
た
め

に
、
自
ら
も
学
び
成
長
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
護
者
と

学
校
が
協
力
し
、
子
供
と
と
も
に
成
長

し
て
い
く
―
―
『
共
育
』
が
必
要
な
時

代
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
校
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
学

び
、
新
た
な
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
を
得
て

自
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
本
会
の
「
互
い
に
学
び
、

楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
事
業

が
、
皆
さ
ん
の
『
共
育
』
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
原
点
は
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
本
連
合
会

に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

愛
知
県
高
Ｐ

連
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
、
本

県
公
立
学
校
教

育
の
充
実
に
向

け
て
、
多
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

―
学
ぶ
と
は
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
を

踏
み
台
に
し
て
、
答
え
て
く
れ
る
者
の

い
な
い
世
界
を
問
う
こ
と
で
な
く
て
何

で
あ
ろ
う
。
人
は
答
え
て
く
れ
な
い
。

が
、
天
や
地
や
水
は
答
え
て
く
れ
る
―

　
（
宮
城
谷
昌
光
『
奇
貨
居
く
べ
し
』）

　

本
年
度
は
、
新
学
習
指
指
導
要
領
の

実
施
元
年
に
あ
た
り
ま
す
。
大
き
な
変

化
と
い
え
る
の
が
、
教
育
課
程
の
中
に

「
探
究
」
的
諸
活
動
を
組
み
込
み
、
自

ら
課
題
を
設
定
し
、
答
え
が
明
確
で
な

い
問
い
に
も
挑
み
、
探
究
し
て
い
く
資

質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
す
点
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
技
芸
の
習

得
に
「
守
破
離
」
の
段
階
が
あ
る
よ
う

に
、「
守
」
か
ら
「
破
」、「
離
」
へ
飛

躍
す
る
た
め
に
は
、「
踏
み
台
」
と
す

る
「
教
え
ら
れ
た
こ
と
」
が
不
可
欠
で

す
。
重
要
な
こ
と
は
、
児
童
生
徒
が
答

え
の
な
い
問
い
に
果
敢
に
挑
ん
で
い
く

段
階
を
想
定
し
た
上
で
、「
教
え
ら
れ
」

る
修
得
段
階
か
ら
、
精
神
的
に
自
立
し

主
体
的
な
「
学
び
」
向
か
っ
て
い
く
よ

う
、
そ
の
自
立
に
向
け
た
成
長
を
確
実

に
評
価
し
、
後
押
し
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

十
八
歳
成
年
と
な
っ
た
現
在
、
日
々

の
生
活
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
を
意
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
三
月
一

日
、
卒
業
生
に
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し

た
。「
こ
れ
か
ら
辛
い
時
や
苦
し
い
時

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
苦
し
い

時
に
心
底
頑
張
れ
る
か
ど
う
か
は
、
自

分
が
愛
さ
れ
る
存
在
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
た
経
験
と
、
そ
う
し
た
人
た
ち
と

の
一
体
感
（
甘
え
）
か
ら
寂
し
い
け
れ

ど
も
離
脱
・
自
立
し
て
、
確
か
に
成
長

し
て
い
け
る
と
い
う
実
感
（
自
信
や
誇

り
）
が
必
要
で
す
。
君
た
ち
は
母
校
と

な
る
本
校
で
こ
の
二
つ
を
経
験
し
、
獲

得
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
卒
業
で
す
。」

　

令
和
の
学
校
教
育
で
は
、
保
護
者
の

皆
様
と
の
連
携
・
協
力
が
益
々
重
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
P
T
A
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
の
学
校
教
育
へ

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
長
会

　
　
　
　
会　

長　

小　

林　

整　

次

　
『
共
育
』

　

�

〜
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
〜

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
会　

長　

松　

下　

由　

花

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃

か
ら
本
県
の
教

育
活
動
の
推
進
に
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

は
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
制
約
が
あ

る
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
が
、
各
学
校
に

お
い
て
工
夫
を
こ
ら
し
活
動
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
」

よ
う
、
各
学
校
の
教
育
活
動
を
全
力
で

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

昨
年
４
月
に
本
県
の
第
四
次
教
育
基
本

計
画
と
な
る
「
あ
い
ち
の
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
2
5
」
を
策
定
し
、「
自
ら
を

高
め
る
こ
と
」
と
「
社
会
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
」
を
基
本
に
、「
知
・
徳
・
体
」

に
わ
た
る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と

を
教
育
目
標
と
し
て
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な
施
策
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
魅
力
あ
る
県
立
高
等

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
昨

年
度
、「
高
校
改
革
室
」
を
設
置
し
、

2
0
3
0
年
代
半
ば
を
見
据
え
た
「
県

立
高
等
学
校
再
編
将
来
構
想
」
を
、
昨

年
12
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
生

徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
と
前
向
き
な

再
編
に
つ
い
て
、
構
想
の
具
体
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
４
月
、
県
内
初
と
な
る
知

的
障
害
と
肢
体
不
自
由
の
両
方
の
障
害

に
対
応
す
る「
に
し
お
特
別
支
援
学
校
」

を
開
校
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
千
種

聾
学
校
ひ
が
し
う
ら
校
舎
、
岡
崎
特
別

支
援
学
校
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
開

校
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、「
愛
知
・
つ

な
が
り
プ
ラ
ン
2
0
2
3
」に
基
づ
き
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
デ

ジ
タ
ル
化
は
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
積
極
的
に
取
組
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
か
ら

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
、
全
県
立
高
校

へ
の
生
徒
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
配
備
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
今
年
度
設
置
さ
れ
た

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
課
」
を
中
心
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的

に
活
用
し
た
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
が
実
を
結
ぶ
た
め
に

は
、
教
育
委
員
会
の
取
組
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
保
護
者
の
皆
様
や
、
地
域
の

皆
様
の
御
支
援
が
不
可
欠
で
す
。「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、

県
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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タ
テ
の
カ
ギ

① 

鉄
棒
の
入
門
編
。
ま
ず
は
コ
レ
か
ら
。

⑧ ‌�

○
○
と
乾
季
。
対
比
語
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。

⑨ 

深
く
優
れ
た
知
性
。
人
類
の
〇
○
○

⑩ ‌�

親
子
が
似
て
い
る
の
は
コ
レ
の
影
響

で
す
。

⑪ 

ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
の
略

⑫ ‌�

バ
ラ
科
の
高
木
。
の
ど
飴
の
有
効
成

分
を
含
有
。

⑬ 

○
○
に
爪
あ
り
。
爪
に
爪
な
し
。

ヨコのカギ

① ‌‌�地下鉄を英語で。昔の米映画「○○○○〇
パニック」

② ‌地下鉄東山線の従来の愛称（俗称）
③ ‌‌�ああ、恥ずかしい。○○があったら入りたい。
④ ‌‌�フランスのルイ14世の言葉とされる。 
「○○は国家なり」

⑤ ‌‌�言葉や動作が荒っぽく雑なさま。漢字表記
はない。

⑥ ‌‌�『馬と○○』中国の故事に由来。米津玄師
の曲にもある。

⑦ ‌‌�忍者の主要武器。相手に投げて攻撃するもの。

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
８
月
19
日
消
印
有
効
】

　

正
解
者
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
十
名

様
）
に
は
愛
知
県
立
岡
崎
商
業
高
等
学
校

の
生
徒
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
「
岡
崎

ぎ
ゅ
ー
っ
と
肉
味
噌（
コ
ク
旨
カ
レ
ー
味
）

１
瓶
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　愛知県公立高等学校PTA連合会定期総
会及び愛知県公立高等学校PTA指導者研
修会が、愛知県産業労働センターにおい
て、３年ぶりの参集型により５月２７日（金）
午後０時４５分から開催されました。
○定期総会
　開会式では保永真生会長の挨拶に続い
て、大村秀章愛知県知事、上野県教委生
涯学習課長、小林整次公立高等学校長会
長から祝辞をいただきました。
　
　
　

　
　写　　　　　　真
　
　
　
（「互いに学び、楽しくつながるPTA活動」
表彰・発表）
　各PTAからの投票で選ばれた、豊橋西・
半田東・時習館・高浜高各PTAが表彰され、
指導者研修会の場で２校の活動発表があ
りました。
〈事業報告・決算報告〉
　令和３年度の理事会、定期総会、広報・
健全育成委員会の報告、高P連だよりの年
３回の発行、５地区の研修会の実施状況

などが報告され、各会計の決算報告が承
認されました。
〈役員改選〉
　総会で選出された６名の役員、及び校
長会代表の役員
　会　長　松下　由花（尾 北 高 校 Ｐ）
　副会長　石井　利和（横須賀高校Ｐ）
　副会長　木下麻紀子（豊橋工科高校Ｐ）
　副会長　髙井　俊直（豊田西高校長）
　会　計　鈴木　元行（津 島 高 校 Ｐ）
　監　事　植田裕一郎（知立東高校Ｐ）
　監　事　小川　芳範（中 村 高 校 長）
〈事業計画・予算〉
　令和４年度の事業計画・予算が原案ど
おり承認されました。
○PTA指導者研修会
　（県教育委員会と共催）
・‌�「互いに学び、楽しくつながるPTA活動」
の発表（豊橋西・半田東）
・講演
　杉山文野氏より、「クラスに必ずいる⁉
〜セクシュアル・マイノリティの子ども
たち〜」と題して講演がありました。
　性の多様性と学校におけるLGBTQに対
する配慮や当事者との向き合い方などに
ついて、ご自身の経験を基にした示唆に
富んだ講演に皆様感銘を受け、講演後は
対応しきれないほどの質問がありました。

令和４年度　定期総会・PTA指導者研修会報告

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

　
　

愛
知
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
教
育
長　

飯　

田　
　
　

靖

ヒ
ン
ト
：

　

‌�

容
姿
は
似
て
い
ま
す
が
、「
害
虫

コ
ガ
ネ
ム
シ
」と
は
違
い
ま
す
！



高　P　連　だ　よ　り〈2〉 令和４年７月９日 第 99号

豊
橋
東
高
校
は
、
明
治

三
十
五
年
開
校
の
豊

橋
町
立
高
等
女
学
校
と
大

正
十
五
年
開
校
の
豊
橋
第
二

中
学
校
を
前
身
と
し
て
い
ま

す
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
、

こ
の
二
つ
の
学
校
が
統
合

し
、
愛
知
県
立
豊
橋
東
高
等

学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
令

和
四
年
十
一
月
に
は
、
創
立

百
二
十
周
年
の
記
念
式
典
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、「
自
主
協
調
・

知
性
教
養
・
誠
実
剛
健
」
を

校
訓
と
し
、
生
徒
た
ち
は
、

学
習
活
動
、
部
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
自
ら
の
可
能
性
を
広

げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の

部
活
動
に
お
い
て
は
、
陸
上

競
技
部
、
弓
道
部
、
水
泳
部
、

剣
道
部
、
吹
奏
楽
部
、
弦
楽

部
が
東
海
大
会
や
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
六
つ
の

部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

中
村
高
校
は
名
古
屋
市

の
北
西
部
、
近
く
に

は
太
閤
秀
吉
ゆ
か
り
の
豊
国

神
社
や
清
流
庄
内
川
が
流
れ

る
閑
静
な
環
境
に
昭
和
28
年

開
校
し
ま
し
た
。
校
歌
の
一

節
に
も
あ
る
「
自
主
の
庭
」

の
精
神
を
育
ん
だ
卒
業
生
は

２
６
、
４
０
０
人
を
超
え
、

日
本
全
国
か
ら
海
外
ま
で
広

く
羽
ば
た
い
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
昨
年
ま
で
の
校
舎
の

改
修
工
事
も
終
わ
り
、
今
年

創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

本
校
の
取
組
と
し
て
は
平
成

25
年
度
か
ら
「
あ
い
ち
ス
ー

パ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ブ

ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
、

外
国
人
講
師
に
よ
る
先
進
的

な
英
語
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
令
和
元

年
度
に
は
普
通
科
国
際
理
解

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
ベ
ト

ナ
ム
研
修
や
他
国
の
学
生
と

の
交
流
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

す
。
総
務
・
進
路
部
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
年

間
行
事
の
検
討
や
土
曜
学
習
会
の
事
務

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
部
会
は

交
通
安
全
指
導
へ
の
協
力
な
ど
、
安
全

安
心
な
高
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
部
会
は
生

徒
の
保
健
、
厚
生
、
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
文
化
祭
時
に
は
、
ア
ル

ミ
缶
の
回
収
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
部

活
・
国
際
部
会
は
部
活
動
の
応
援
や
国

際
交
流
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
研

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
生
活
・
進
路
・
厚

生
・
広
報
の
４
つ
の
委
員
会
か
ら
成
り
、

懇
談
会
、
研
修
旅
行
、
広
報
誌
の
発
行
、

大
学
見
学
会
や
交
通
安
全
指
導
な
ど
学

校
の
教
育
目
標
達
成
の
一
助
と
な
る
べ

く
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
際
交
流
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
姉
妹
校
メ
ン
ト
ン
校
と
の
受
入

れ
・
派
遣
事
業
、
外
国
人
講
師
に
よ
る

文
化
交
流
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

修
部
会
は
大
学
見
学
会
を
は
じ
め
と
す

る
研
修
会
の
企
画
運
営
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
広
報
部
会
は
広
報
「
ひ
が
し
」

の
編
集
を
担
当
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
広

報
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
学
校
の
様
子
を
知

る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
同
士
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
今

後
も
、
豊
橋
東
高
校
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
精
一
杯
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

す
。
し
か
し
な
が
ら
昨
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
こ
れ

ら
の
活
動
は
中
止
・
縮
小
・
オ
ン
ラ
イ

ン
に
代
替
と
な
り
、
十
分
な
成
果
が
出

せ
ず
心
苦
し
い
思
い
ば
か
り
で
す
。
早

く
正
常
な
日
常
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
、
今
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛知県立 豊橋東高等学校 PTA 愛知県立 中村高等学校 PTA学 校 紹 介

○
令
和
4
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
功
労
者
表
彰

　

‌�　

各
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
ら

れ
た
１
４
５
名
の
皆
様
に
表
彰
状

が
、
連
合
会
役
員
を
終
え
た
12
名
の

皆
様
に
は
感
謝
状
が
学
校
を
通
じ
て

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
行
事
の
変
更
等
に
つ
い
て

　

‌�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
今
後
も
行
事
の
急
な
変
更
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
都
度
ご
連
絡

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
令
和
4
年
度
事
務
局
職
員

　

磯
谷
和
明
（
事
務
局
長
）

　

浅
野
裕
二

　

加
藤
恵
子

①
発
達
障
が
い
理
解
講
座（
基
礎
講
座
）

　
発
達
障
が
い
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
及
び
関
係
者
が
、
発
達
障
が
い

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
子
ど
も
へ

の
対
応
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

月　

日
：
９
月
13
日
㈫

　

会　

場
：
愛
知
県
青
年
の
家

　
　
　
　
　
（
岡
崎
市
美
合
町
）

　

講　

師
：‌�

同
朋
大
学　

教
授

　
　
　
　
　

‌�

臨
床
心
理
士　

公
認
心
理
師

　
　
　
　
　

石
牧
良
浩
氏

　
募
集
期
間
：‌�

８
月
２
日
㈫‌

　

〜
８
月
30
日
㈫

②
不
登
校
関
連
講
座 

　
（
集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
４
日
間
）

　
不
登
校
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者
が
、
子
ど
も
の
悩
み
等
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
、
さ
ら
に
講
師
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
す
。

　

月　

日
：‌�

９
月
7
日
㈬
・
14
日
㈬
・ 

　
　
　
　
　
　
　

21
日
㈬
・
28
日
㈬

　

会　

場
：‌�

愛
知
県
教
育
会
館

　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
中
区
）

問
合
せ　

愛
知
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
（
０
５
２
）
９
５
４

−

６
７
８
１
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

講　

師
：‌�‌�

臨
床
心
理
士　

公
認
心
理
師‌

野
田
美
帆
氏

　
募
集
期
間
：
７
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
10
日
㈬

＊
＊
＊

〈
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
の
共
通
事
項
〉

　
開
催
時
間
：‌�

午
前
10
時
〜
正
午

　

定　

員
：
①
30
名　

②
10
名

　

参
加
料
：‌�

無
料

　
申
込
方
法
：‌�

当
財
団
㏋
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

所
定
の
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送

問
合
せ

　

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
振
興
課

　

電
話　
0
５
２

−

２
４
２

−

１
５
８
８

公
益
財
団
法
人

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

―愛知県高等学校総合文化祭―
テーマ：至上最高の笑TIME

令和４年度令和４年度

検
索

あ
い
ち
教
育
ス
ポ
ー
ツ

　

令
和
２
年
春
に
始

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
か
ら
二
年
半
ほ
ど
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
各
学
校
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
教
育
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取

組
み
を
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
今
年
度
の
県

高
Ｐ
連
定
期
総
会
・
指
導
者
研
修
会
を

３
年
ぶ
り
に
会
場
参
集
型
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
今
や
当
た
り
前
に
な
っ
た

受
付
で
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や
手
指
消
毒

な
ど
の
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
多
く
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
や
教
職
員
の
ご
協
力

も
頂
き
ま
し
た
。
大
き
な
混
乱
も
な
く

実
施
出
来
た
こ
と
は
、
携
わ
っ
た
一
人

ひ
と
り
に
と
っ
て
、
新
た
な
自
信
を
持

つ
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
導
者
研
修
会
で
の
杉
山
文

野
先
生
の
講
演
内
容
と
「
互
い
に
学
び
、

楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
の
活

動
事
例
発
表
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
学

校
現
場
に
お
け
る
大
き
な
方
向
性
が
示

さ
れ
、
時
宜
を
得
た
研
修
の
機
会
に

な
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
た

事
業
活
動
の
推
進
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
中
で
、
今
回
は
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
皆
様
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

編
集
後
記

　
広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い愛知県高P連 検索

http://www.aichikoupren.org/

　

委
員
長　

石
井　

利
和
（
横
須
賀
）

　

委　

員　

鈴
木　

元
行
（
津　

島
）

　
　
　
　
　

酒
井　

英
樹
（
中　

村
）

　
　
　
　
　

近
藤
友
紀
子
（
岩　

津
）

　
　
　
　
　

奥
村
雄
一
郎
（
豊
橋
東
）

総会行事（音楽鑑賞）

学 校 風 景

ＰＴＡ懇談会

学　校　風　景

「昨年度　美術・工芸（美術館ギャラリー）」

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
さ
ら

に
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
を
含
め
詳
細
は
左
記
の
Ｈ
Ｐ
に
て
、

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
御
来
場
の
前
に
必
ず
御
確
認
下
さ
い
。

○令和４年 10 月８日（土）午後
Aichi Sky Expo（入場無料）

　ESD や SDGs（持続可能な開発目標）に関心の
ある各種学校の児童・生徒・学生、教職員、行政、
団体が一堂に会するユネスコスクール交流会」を行
います。今年度は、「SDGs AICHI EXPO 2022」内
で開催。ユネスコスクー
ルの活動事例発表を通し
て、SDGs 実現のために、
我々にできることは何か
を一緒に考えます。

ユネスコスクール交流会ユネスコスクール交流会愛知県教育委員会
生涯学習課

https://www.pref.
aichi.jp/soshiki/
syogaigakushu/

https://aikoubun.
com

愛知県高等学校
文化連盟

※‌�ＱＲコードでスマホでもご覧になれます。

〇
８
月
20
日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）、

　

12
月
27
日
（
火
）
〜
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

　
　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
全
部
門
入
場
無
料
）

　

◆
舞
台
部
門　

８
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

　
　

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　

◆
文
芸
部
門　

８
月
20
日
（
土
）

　
　

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ

　

◆
パ
ネ
ル
部
門　

８
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

　
　

大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

　

◆
展
示
部
門
（
今
年
の
展
示
は
冬
開
催
）

　
　

12
月
27
日（
火
）〜
１
月
９
日（
月
・
祝
）

　
　
　

（
12
月
28
日（
水
）〜
１
月
３
日（
火
）は
閉
館
）

　
　
　
　

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー


